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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· グループ内研修の申し込み期限は過ぎているが、未記載のスタッフが多く早急に入力して下さい。

日程：9/27.30（火・金）　場所：青陽館１階生活指導室　内容：「SSTの基本～理論から体験まで～」
· 10/5.6（水・木）グループ内研修　対象者：介護初級者

· 結核感染についての対応について、今後、約1ヶ月以内に保健所から連絡があり、濃厚接触者と判断された方は胸部レントゲン・血液検査実施予定となっている。濃厚接触者と判断され、血液検査を実施すると、2年間（6ヶ月に1回）血液検査実施予定となっている。

· 9/17（土）ふれあい秋祭りが行われる。

· 9/20.21（火・水）院内研修実施予定。

· 本日、清水秋男様（西病棟入院患者様）の地域復帰支援検討会開催。13：30～プレカンファ、13：40～検討会開始となる（担当スタッフ：山田）。

· 10/17（月）18：30～20：00社会福祉会館にて、感染についての研修あり。参加費は無料となっている。参加希望者は佐々木AOMまで連絡する事。

· 木村格治様が9/16（金）デイケア見学予定だが、昼食は病棟発注でデイケア配送となり、デイケアで摂取するとの事。

＜事例検討＞

川口　尚良様（46）　病名：アルコール依存症　合併症：ネフローゼ症候群、へマクロマト－シス、吃音

デイナイトケア利用年数：4年　　利用率：80～90％　　担当スタッフ：小嶋

検討内容
目標の共有と改善案の検討

目標
長期目標：①アルコールを飲まずに、現在の生活を維持する。

②就労

中期目標：①自助グループに通い、再飲酒を防ぐ。

②デイケアに通い、体力をつけるために運動への参加を継続する。

短期目標：①1ヵ月に1回はAAに行く。

　　　　　②ハローワークに行き、求人など情報収集をする。

治療計画
1 自助グループへ1ヵ月に1回参加するように促す。

2 就労する為に、うみねこ幸房を見学・体験利用する。

現在の様子
· 身体不調や持病による通院を行っているが、デイケア通所に支障がない程度の頻度である。

· 五十肩の調子が良くなった為、エアロビ初級に参加されている。

· 飲酒について、飲みたい気持ちはあるとの事（飲酒の夢を見た事がある）。

· 飲酒が1滴で病状悪化につながる事を理解されている。

· 以前、内服を忘れた事があったが現在は忘れる事はない。

· 家事全般は母親が行い、本人は自分の分の洗濯のみ行っている。

· 寝タバコは時折行っているとの事。過去には布団を焦がした事がある。

· AAへの参加は促しても、理由をつけて逃げている。逃げる理由がなければ、参加する可能性がある。

· うみねこ幸房利用に関して「合わないような気がする」と消極的な態度が見られる。

· いろいろ理由をつけて前に進むことが出来ない。

· 一時的に菓子パンを食べ過ぎて体重が増えている。

· スタッフから言われた内容を母親に話すが、母親も同じ内容を話すとの事。

· プログラムに参加するが、自分に取り入れようとする態度が見られない。

· プログラムで行った料理を実生活で生かすと話すが、実際に行う事はない。

今後の対応
· うみねこ幸房への見学・体験利用を強く促していく。

まとめ

治療計画①⇒強い促しが必要なため、継続していく。

治療計画②⇒本人と面談を行ない、就労の必要性を説明しうみねこ幸房利用を促していく。

＜利用者様情報＞

· 鈴木　茂子　様～本日でデイケア退所、デイナイトケア利用開始となっている。週4日（月・

火・木・金）利用。毎週水曜日は外来受診、生活訓練を行なうとの事。他科受診は、水・土曜日で済ませるようにする。もしくは、欠席し1日で用事を済ませるようにする事となっている。

デイナイトケアでは、緊張している様子がうかがえ、口数が少ない。

· 繁名　和恵　様～9/19（月・祝日）のパフェ作りに参加する為、デイケア出席すると話され

ている。特定メンバーについて訴えて来る事はない。

· 秋山　和子　様～以前から、右肘・右指・左指の痛みを訴えている。外見上は熱感や腫脹が

見られない為、様子を見るように説明しているが昨日整骨院を受診したと報告されている。整骨院では毎日通院するようにと言われたとの事。病名は何なのか確認するが「分からない」と話されている。本人へ病名や通院日数、最低限の通院頻度を確認してくるよう説明している。本人が整骨院で確認する内容を忘れやすい為、スタッフにメモして欲しいと話しておりメモに確認事項を記入し渡している。

· 村上　元道　様～同じグループホーム入所者様の飲酒について特定スタッフのみに話し、

口外しないよう本人と約束しているが、グループホーム入所者様から「言ったべ！」と確認された為、その特定スタッフが情報を漏らしたと思い「信用出来ない」と話していたとの事。本人にそのスタッフへ直接確認するよう促すが、話してくる事はない。今後、本人が確認した際は、飲酒はそのグループホーム入所者様の生命に関わる問題行動の為、関係機関で情報を共有しなければいけない事を説明する事としている。

· 淡路　智恵子様～別のグループホームの入所者様が退所した事について「グループホームを

出る事が出来るんですか？」と話されている。ルールを守れない為、強制退去された事を世話人が伝えている。

· 山田　健次　様～ケアマネージャーより、介護保険の申請について確認の連絡があった為、

ご家族に確認し勧めていく。合わせて、携帯電話購入についても確認する。

＜プログラム検討＞

· テキストの提出、入力を15日までに行なうように。

· 現在、新プログラム案の起案書を修正中。

＜治療環境整備＞

· 10月分の予定表作成済み。冷蔵庫・食器棚の掃除も付け加えている。

· ゴミ箱は不定期発注済み。

· 傘立ては不定期発注予定。

· 今後は、毎月ハンドソープ（本体）発注予定。

· 浴室の網戸の掃除は、毎週月曜日の朝行なう（夜だと虫が入るとの事）。

＜新書式検討＞

· 9月中に現在使用している書式やツールに1つ1つの意味付けを行なう予定。

＜業務改善＞

· 10月から社会資源（デイケア・デイナイトケア両方）を柴田が担当し、デイケア・デイナイトケアの運動療法、体重管理は小嶋が行なう。

＜外来情報＞

・長瀬　紘一郎様～以前と同様に飲み込みが悪いと話されている。様子観察するようにとの事。

・上久保　善郎様～採血・尿検査実施。尿は異常なし。採血の結果は次回説明予定。

・奥山　依以子様～右足小指をぶつけたと訴えている。特に異常見られない為、様子を見るように説明している。

・山田　吉夫　様～徐々に抗うつ剤を増薬している。日中は、ゲームを行なっているとの事。以前のように、デイケアを抜け出すような活動性が見られるようになった際は服薬調整を行なうとの事。











































